
広島市内から車で約１時間

呉から電車とバス

呉市内から国道 185 号線を竹原方面へ。安芸灘大橋 ( 有料 ) を渡って最初の島が下蒲刈町です。下蒲刈
市民センター前の無料駐車場をご利用ください。駐車場から松濤園まで 80ｍ。

JR 呉線で広駅または仁方駅で下車し、駅前最寄りのバス停留所から瀬戸内産交株式会社のバス｢田戸・
大浦・営農センター・沖友天満宮方面｣行きに乗車。下蒲刈町内｢三之瀬｣停留所下車。停留所から松濤
園まで 100ｍ。
( バスは上下とも 1時間に 1本ほど運行しています。)

◆交 通  Access

指定施設にて 1,000 円以上ご利用の方に安芸灘大橋の帰りの通行券を進呈！
詳しくは、呉市観光案内所  TEL.0823-23-7845 まで。

◆周辺施設のご案内 
・三之瀬御本陣芸術文化館　『版画の魅力』　 6 / 4（水）～ 8 / 1 8 ( 月）

・蘭島閣美術館　特別展『青森の芸術家たち』　 7 / 1 2（土）～ 9 / 1 5（月）

松濤園には４棟の展示館があり、それぞれの建物は日本各地から移築、または復元した日本家屋を活用しています。
その周りを三之瀬瀬戸を借景とした日本庭園が囲み、散策しながら歴史に触れることができる施設です。

　馬上才とは走る馬に乗りながら様々なポーズを決める、

馬の曲乗りのことをいいます。徳川家光が観覧を希望した

ことにより寛永 13 年（1636）の第 4次朝鮮通信使に随行

して来日した馬上才。対馬藩邸や江戸城で馬上の妙技を披

露しました。当時の日本では、朝鮮の馬上才が天下一とい

われ、江戸の人々を熱狂させました。その興奮は絵画や工

芸品など様々な形で残っています。

　本展では朝鮮通信使の馬上才に焦点をあて、所蔵資料を

中心にご紹介します。

江戸を熱狂させた馬上才

宝永花洛細見図　（十）　宝永年間（1704‐1711）　紙本木版

朝鮮通信使資料館 御馳走一番館 Ｃｏｍｍｅｍｏｒａｔｉｖｉ Ｍｕｓｅｕｍ ｏｆ Ｋｏｒｅａｎ Ｍｉｓｓｉｏｎｓ

陶磁器館 Ｃｅｒａｍｉｃｓ Ｍｕｓｅｕｍ

用の美　やきものの世界
　“用の美” とは、民藝運動の創始者であった柳宗悦によっ

て提唱された、日常で使用する生活雑器の中に宿る美しさ

を意味します。名もなき職人たちの手仕事によって生み出

された品物の中に美を見出そうとする民藝運動は大正 15

年（1926）に柳宗悦らによって、「日本民藝美術館設立趣

意書」を発表したことが運動の始まりとされています。人

の暮らしを豊かに彩ってきたやきものも「民藝」を構成す

る作品となっています。

　本展では、やきものの中の用の美に焦点を当て、柳宗悦

などとともに民藝運動に参加した作家の作品を松濤園陶磁

器館のコレクションの中からご紹介します。また、伊万里

焼や中国、朝鮮の作品もご紹介します。
染付波千鳥文猪口　初期伊万里様式　1640-70 年代

山口県上関から移築した商家を利

用して、世界の灯火器を展示して

います。

あかりの館
江戸時代、この下蒲刈にあった御番所

蒲刈島御番所

復元しています。

を上関に現存している建物を参考に

・蘭島閣美術館別館　『寺内萬治郎の童画を中心に』　 6 / 1 8（水）～ 9 / 1（月）


